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 ４

年
ぶ
り
ノ
リ
色
落
ち 

福
岡
県
沖 

有

明
海
【
西
日
本
１
月
２
３
日
】 

 
福
岡
県
沖
の
有
明
海
で
、
養
殖
ノ
リ
の

一
部
に
色
落
ち
被
害
が
出
て
い
る
こ
と

が
２
２
日
、
同
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ

ー
有
明
海
研
究
所
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

同
県
沖
で
色
落
ち
が
確
認
さ
れ
た
の
は

４
年
ぶ
り
。 

 

福
岡
県
有
明
海
漁
連
（
西
田
晴
征
会

長
、
同
県
柳
川
市
）
は
同
日
、
理
事
会
を

開
い
て
対
応
を
協
議
。
状
況
が
改
善
し
な

い
場
合
は
、
２
６
日
に
佐
賀
県
有
明
海
漁

協
と
連
携
し
て
福
岡
・
佐
賀
両
県
に
、
筑

後
川
上
流
の
下
筌
（
し
も
う
け
）
・
松
原

ダ
ム
か
ら
４
日
間
（
２
８
－
３
１
日
）
に

約
１
７
３
万
ト
ン
の
緊
急
放
水
を
す
る

よ
う
要
請
す
る
。 

 

色
落
ち
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
柳
川
市

沖
合
約
４
キ
ロ
の
漁
場
。
今
季
は
少
雨
や

栄
養
塩
を
食
べ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増

加
し
た
影
響
で
、
今
月
中
旬
か
ら
栄
養
塩

不
足
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
西
田
会
長

は
「
雨
に
期
待
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
放

水
を
要
請
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
話
し

た
。 

ノリ色落ち 福岡県沖 有明海 

よ み が え れ ！  
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け
堤
防
の
排
水
門
開
放
を
求
め
て
い
る
訴

訟
の
控
訴
審
の
進
行
協
議
が
１
８
日
、
福

岡
高
裁
で
あ
り
、
裁
判
官
の
現
地
視
察
を

大
型
連
休
前
後
の
４
月
中
旬
か
ら
５
月
ま

で
の
間
に
行
う
よ
う
に
日
程
調
整
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。 

 

諫
早
湾
堤
防
外
の
海
の
状
況
、
堤
防
内

の
調
整
池
の
水
質
、
干
拓
地
で
の
営
農
状

況
な
ど
を
１
日
で
行
う
方
向
で
検
討
し

た
。
裁
判
官
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
場
所

を
見
る
こ
と
を
望
み
、
漁
業
者
、
国
の
双

方
が
提
案
し
た
日
程
案
を
た
た
き
台
に
、

２
月
２
３
日
の
次
回
進
行
協
議
で
決
め
る

こ
と
に
し
た
。 

 
裁
判
官
の
現
地
視
察
は
、
２
０
０
７
年

２
月
に
地
裁
が
行
っ
た
が
、
高
裁
で
は
初

め
て
。
漁
業
者
側
の
弁
護
団
は
「
実
際
に

海
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
沿
岸
全
体
に

影
響
が
出
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
と
思
う
」
と
話
し
た
。 

身
か
ら
「
対
応
は
長
崎
知
事
選
が
終
わ
っ

て
か
ら
」
と
古
川
知
事
と
の
面
会
を
先
延

ば
し
す
る
よ
う
な
発
言
が
出
た
か
ら
だ
。

１
９
日
の
記
者
会
見
で
は
「
最
初
に
言
っ

て
く
れ
れ
ば
金
子
知
事
に
会
う
必
要
は
な

か
っ
た
」
と
の
苦
言
も
口
に
し
た
。 

 

赤
松
農
相
の
発
言
は
１
５
日
の
記
者
会

見
。
諫
干
問
題
へ
の
対
応
を
問
わ
れ
「
（
長

崎
知
事
選
は
）
２
月
に
は
決
着
が
つ
く
か

ら
、
そ
れ
を
待
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。 

 

関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
の
発
言
に
知
事

は
「
（
怒
り
で
爆
発
す
る
）
寸
前
だ
っ
た
」

と
い
う
。
側
近
か
ら
「
大
人
の
対
応
を
取

り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
表
向
き
は
穏

や
か
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
腹
の
虫
は
収
ま
ら
な
い
よ
う

で
、
１
９
日
の
自
身
の
会
見
で
は
「
発
言

の
真
意
を
確
認
中
」
と
農
相
を
け
ん
制
。

「
も
し
新
し
い
知
事
と
話
し
合
い
を
す
る

方
が
望
ま
し
い
と
い
う
な
ら
、
金
子
知
事

と
会
う
必
要
は
な
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ

た
。 

 
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
農
相
と
の
面

会
に
つ
い
て
は
「
（
農
相
の
）
言
葉
を
信
じ

て
努
力
し
て
お
り
、
抗
議
に
行
く
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
」
と
微
妙
な
言
い
回
し
を

し
つ
つ
、「
分
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

【
佐
賀
１
月
１
９
日
】
有
明
海
沿
岸
漁
業

者
ら
が
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受

諫
干
開
門
訴
訟 

Ｇ
Ｗ
前
後
に
現
地
視
察 

 

面
会
先
延
ば
し
発
言
で
佐
賀
県

知
事
、
農
相
対
応
に
「不
満
」 

農
相
は
昨
年
１
０
月
、
古
川
知
事
に

「
ま
ず
地
元
同
士
で
」
と
佐
賀
・
長
崎

両
県
知
事
の
協
議
を
要
請
。
古
川
知
事

は
１
２
月
、
渋
る
金
子
知
事
と
の
会
談

を
実
現
さ
せ
た
。 

 

古
川
知
事
は
そ
の
「
実
績
」
を
持
っ

て
、
農
相
と
の
面
会
を
１
８
日
の
通
常

国
会
開
会
前
に
と
求
め
た
が
、
農
相
側

は
日
程
調
整
を
理
由
に
応
じ
な
か
っ
た 

諫
早
湾
干
拓
事
業 

堤
防
開
門
問
題 

【
毎
日
１
月
２
１
日
】
古
川
康
佐
賀
県
知

事
が
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
諫
干
）

潮
受
け
堤
防
の
開
門
問
題
を
巡
る
赤
松

広
隆
農
相
の
対
応
に
不
満
を
抱
い
て
い

る
。
農
相
が
求
め
た
通
り
長
崎
県
の
金
子

原
二
郎
知
事
と
会
談
し
た
の
に
、
農
相
自

長
崎
県
知
事
候
補
に 

諫
早
開
門
公
開
質
問
状 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
訴
訟
を
支
援

す
る
長
崎
の
会
（
代
表
髙
村
暎
）
は
、

１
月
２
０
日
、
長
崎
県
知
事
候
補
に
対

し
、
諫
早
湾
排
水
門
の
開
門
調
査
に
関

す
る
公
開
質
問
状
を
送
っ
た
。
質
問
は
、

県
知
事
に
な
っ
た
場
合
に
開
門
調
査
の

実
施
に
関
し
対
立
す
る
関
係
者
間
の
意

見
を
調
整
し
合
意
を
す
す
め
る
努
力
を

す
る
か
を
問
う
も
の
。
回
答
期
限
は
２

月
１
日
。 

同
会
は
有
明
海
再
生
と
漁
業
・
農
業

の
両
立
を
願
う
立
場
か
ら
「
段
階
的
な

開
門
調
査
」「
防
災
・
営
農
対
策
」
を
求

め
る
署
名
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 


